
前
号
に
引
き
続
い
て
、
世

界
の
睡
眠
医
学
を
リ
ー
ド
す

る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

狙
い
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
私
が
新
潟
病
院
に
赴
任

し
て
間
も
な
い
頃
（
２
０
０

０
年
前
半
）
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
た
学
会

の
つ
い
で
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

一
通
り
の
見
学
を
し
て
い
る

と
、
か
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ギ
レ
ミ
ノ
ー
教
授
（
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
の
発
見
者
）

が
私
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。

「
君
は
日
本
か
ら
来
た
の
か

ね
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

の
予
防
は
上
顎
拡
大
手
術
に

か
か
っ
て
い
る
。
上
顎
の
拡

大
手
術
で
リ
ス
ク
の
高
い
小

児
を
予
防
す
る
ん
だ
。
（
も

ち
ろ
ん
英
語
で
し
た
が
）
」

上
顎
拡
大
手
術
と
は
、
上

顎
の
正
中
を
奥
か
ら
手
前
ま

で
粘
膜
下
で
一
直
線
に
切
っ

て
、
口
腔
に
装
着
す
る
ネ
ジ

付
き
拡
大
装
置
で
、
切
り
口

に
骨
が
伸
び
る
の
に
合
わ
せ

て
上
顎
を
左
右
方
向
に
拡
大

す
る
治
療
法
で
す
。

し
か
し
、
日
本
の
貧
し
い
健

康
保
険
で
は
そ
ん
な
治
療
法

を
行
う
こ
と
も
、
そ
し
て
予

防
医
療
を
行
う
こ
と
す
ら
も

許
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

帰
京
し
て
も
無
頓
着
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
各
方
面
の

研
究
で
、
ギ
レ
ミ
ノ
ー
教
授

の
言
う
通
り
、
上
顎
拡
大
術

の
対
象
と
な
る
小
さ
い
上
顎

は
、
鼻
づ
ま
り
や
低
位
舌
に

な
り
や
す
く
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
の
原
因
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
は
、
わ
が
国

自
慢
の
国
民
皆
保
険
は
、
例

え
高
額
な
保
険
料
を
払
っ
て

い
て
も
予
防
に
は
使
え
ま
せ

ん
。
疾
患
の
予
防
は
自
己
負

担
で
、
と
い
う
の
が
厚
生
労

働
省
の
考
え
で
す
。

ボ
ヤ
で
消
せ
れ
ば
全
焼
を
免

れ
れ
る
の
に
、
そ
し
て
、
予

防
で
き
れ
ば
医
療
費
も
少
な

く
て
済
む
の
に
、
残
念
。

河
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連
載

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
と
り
ま
く
病
気

「
い
び
き
症

三
兄
弟
」

原
因
は
「
顎
の
骨
格
」
「
肥
満
」
、
そ
れ
と
「
低
位
舌
」

2面 1面

患者会共催 講演会
日時： １１月１８日(金曜)１８時３０分から（１時間）
場所： 日本歯科大学 ５１１号教室

演者： 馬場悠男先生（国立科学博物館名誉研究員）

「
講
演
会
の
お
知
ら
せ
」

「
と
り
ま
く
病
気
・
上
顎
拡
大
」

「
学
会
報
告
」

演
題
は

「
人
類
進
化
と
顔
面
構
造
の
変
化

～
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
遠
因
は
何
か
～
」

患
者
会
会
員
（
日
本
歯
科
大
学
睡
眠
歯
科
セ
ン
タ
ー
の
患
者
）
で
し
た
ら
、

ど
な
た
も
無
料
で
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
の
ご
経
歴

馬
場

悠
男
（
ば
ば

ひ
さ
お
）
国
立
科
学
博
物
館

名
誉
研
究
員
（
人
類
学
会
前
会

長
）
／
元
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
生
物
科
学
専
攻
教
授

1945

年
東
京
生

ま
れ
、
東
京
大
学
生
物
学
科
卒
業
。
千
葉
大
学
解
剖
学
教
室
、
獨
協
医
科
大
学
解
剖

学
教
室
を
経
て
、1988

〜2009

年
国
立
科
学
博
物
館
人
類
研
究
部
（
96
年
〜
部
長
）
。

専
門
は
形
態
人
類
進
化
学
。

化
石
人
骨
の
調
査
に
よ
る
人
類
の
進
化
や
日
本
人
の

形
成
を
研
究
し
て
い
る
。
著
訳
監
書
は

「
ホ
モ
・
フ
ロ
レ
シ
エ
ン
シ
ス
上
下
」
、

「
ま
ん
が
ヒ
ト
の
進
化
の
ひ
み
つ
」
、
「
人
の
顔
を
変
え
た
の
は
何
か
」
な
ど
。

普
及
活
動
と
し
て
、
「
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
展
」
（
96
年
）
、
「
大
顔
展
」
（
99
年
）
、

「
マ
ヤ
文
明
展
」
（
03
年
）
、
「
縄
文VS

弥
生
」
（
05
年
）
、
「
世
界
遺
産

ナ
ス

カ
展
」
（
06
年
）
、
「
大
英
博
エ
ジ
プ
ト
ミ
イ
ラ
展
」
（
06
年
）
な
ど
の
特
別
展
を

企
画
実
施
。
趣
味
は
工
作
一
般
（
年
賀
状
版
画
か
ら
、
か
つ
て
は
自
動
車
修
理
ま
で
。

化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
復
元
に
も
役
立
つ
）
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誰でも会員
睡眠時無呼吸症候群やその予備軍の単

純いびき症や上気道抵抗症候群でお悩み

の方なら誰でも会員です。会報の「ぐっ

すりーぷ」は病院にて無料で配布します。

郵送をご希望の方は切手を貼って宛名を

書いた封筒をご用意ください。

会
員
の
声
を
募
集
中

「
ぐ
っ
す
り
ー
ぷ
」
へ

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

メールでの連絡は
totoya3@po.next.ne.jp

こうの

歯科
歯科・口腔外科

河野美砂子

中央区西堀通５
025-226-6050

恩田
クリニック

心療内科・内科

恩田 晃

柏崎市東本町１
0257-21-6788

古町心療
クリニック

心療内科・精神科

村竹辰之

中央区古町通５
025-224-7771

Many thanks to all our sponsors

編
集
後
記

先
月
は
学
会
休
診
が
あ
っ
た

た
め
、
外
来
が
混
み
合
っ
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ

と
学
会
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
ま
し
た
。

捧
さ
ん
の
後
記
を
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
河
野
が
代

理
で
書
い
て
お
り
ま
す
。

人
類
学
の
大
家
、
馬
場
先
生
の

講
演
会
に
は
、
是
非
と
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
面
白
い
お
話
が

聞
け
ま
す
よ
。

河

当
セ
ン
タ
ー
の
関
連
病
院
か
ら
「
し
っ

か
り
噛
め
な
い
歯
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
を
悪
化
さ
せ
る
」
と
い
う
報
告
を
し
ま

し
た
。
歯
が
抜
け
た
り
歯
周
病
で
ぐ
ら
つ

く
歯
が
あ
っ
て
し
っ
か
り
噛
め
な
い
と
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
悪
化
す
る
と
い
う

内
容
で
す
。

世
界
各
国
の
睡
眠
医
療
の
専
門
家
が
集

ま
り
ま
し
た
。
シ
ー
パ
ッ
プ
の
次
世
代
治

療
法
と
い
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
の
他
に
筑
波
大
学
の
教
授
（
新
潟
大
出

身
）
が
考
案
し
た
鼻
管
法
と
、
そ
れ
と
な

ら
ん
で
、
私
が
10
年
以
上
前
に
考
案
（
特

許
は
取
ら
ず
）
し
た
鼻
ピ
ー
プ
療
法
（
写

真
）
が
イ
ー
パ
ッ
プ
療
法
と
名
を
変
え
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
両
者
と
も
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
に
は
劣
と
り
ま
す
が
、
他
療
法
と
の
併

用
で
は
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
パ
ウ
エ
ル
教

授
か
ら
は
前
号
で
紹
介
し
た
上
下
顎
前
方

移
動
術
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
国

で
も
ま
す
ま
す
普
及
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

日本睡眠学会第３６回定期学術集会（１０月１５、１６日 京都）

ワールドスリープ２０１１ （１０月１６～２０日 京都）

日
本
睡
眠
学
会

ワ
ー
ル
ド
ス
リ
ー
プ

鼻ピープ療法が

イーパップ療法に

本会場風景

京
都

清
水
寺

京
都
嵯
峨
野

保
津
川
下
り


